
 1 

⽇本⿃学会 2017 年度総会 議事次第 
 

  ⽇時｜2017 年 9 ⽉ 17 ⽇ 16:30−18:30 

  場所｜筑波⼤学筑波キャンパス第⼆エリア 

2H 棟 101 教室 

 
・開会宣⾔（副会⻑） 
・会⻑挨拶 
・⼤会会⻑挨拶 
・総会成⽴確認（庶務幹事） 
・議⻑選出（事務局⻑） 
 
1. 報告事項 

(1) 事務局報告（事務局⻑） 
会員動向【資料①】 

(2) 評議員会報告（会⻑） 
(3) 各種委員会報告（各委員⻑） 

和⽂誌編集委員会，英⽂誌編集委員会，⿃類保護委員会，⽇本産⿃類記録委員
会，⽇本産⿃類分類委員会，企画委員会，広報委員会，基⾦運営委員会 

(4) 選挙結果報告（選挙管理委員⻑）【資料②】 
(5) 次期会⻑挨拶，次期事務局体制（次期会⻑） 

 
2. 審議事項 

(1) 2016 年度会計決算・監査（会計幹事・監事）【資料③】 
(2) 2018 年度予算（会計監事）【資料④】 
(3) 学会賞規定の策定（事務局⻑）【資料⑤‒⑧】 
(4) その他 

 
3. ⽇本⿃学会ポスター賞授与（会⻑） 

 
4. 2018 年度⼤会開催地の紹介（2018 年度⼤会会⻑挨拶） 
 
5. 閉会宣⾔（事務局⻑） 
 
 
 
 

＊総会資料： 
議事次第、会員動向、選挙結果報告 
決算報告、予算案、学会賞規定案  
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資料① 

会員動向 

 
2016 年度会員数（2016 年 12 ⽉ 31 ⽇現在） 

括弧内は 2015 年 12 ⽉ 31 ⽇の数字 
 

会員数 1,205（1,181） 
名誉会員 6 （6） 
永年会員 18 （20） 
維持会員 13 （14） 
普通会員 1009 （999） 

海外普通会員 6 （9） 
学⽣会員 124 （104） 
団体会員 28 （28） 

海外団体会員 1 （1） 
 
 

都道府県別会員数 
北海道 124， 
東北 87（⻘森 18，岩⼿ 12，宮城 31，秋⽥ 9，⼭形 8，福島 9）， 
関東 445（茨城 36，栃⽊ 14，群⾺ 7，埼⽟ 51，千葉 80，東京 170，神奈川 87）， 
中部 223（新潟 41，富⼭ 9，⽯川 14，福井 10，⼭梨 11，⻑野 45，岐⾩ 9，静岡 21，愛知 53，三重
10）， 
近畿 153（滋賀 19，京都 25，⼤阪 56，兵庫 40，奈良 8，和歌⼭ 5）， 
中国 52（⿃取 3，島根 6，岡⼭ 15，広島 18，⼭⼝ 10）， 
四国 28（徳島 8，⾹川 7，愛媛 10，⾼知 3）， 
九州 70（福岡 26，佐賀 3，⻑崎 5，熊本 13，⼤分 6，宮崎 7，⿅児島 10）， 
沖縄 16， 
海外 7 
 
2016 年度新⼊会員数 
 82 名 
 
2016 年度退会者 
⾃動退会（会費未納除籍） 36 名 
退会届出 29 名 
物故 4 名 
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資料② 
⽇本⿃学会会⻑・評議員選挙結果 

⽇本⿃学会選挙管理委員会 
⼭崎剛史・齋藤武⾺・⼩⽥⾕嘉弥 

 
任  期  2018 年 1 ⽉ 1 ⽇〜2019 年 12 ⽉ 31 ⽇ 
投票期間  2017 年 7 ⽉ 1 ⽇〜2017 年 7 ⽉ 31 ⽇ 
開 票 ⽇  2017 年 8 ⽉ 2 ⽇ 
開票場所  ⼭階⿃類研究所 
開票⽴会⼈  北村 亘（会則・細則第 2 条 5 項（4）により会⻑が委嘱） 
有権者数  1,049 ⼈ 
 
1. 会⻑選挙 

投票総数 211（投票率 20.1％） 
有効投票 210 
無効投票 1 （内、⽩票 1） 
開票結果 1 位 尾崎 清明（会⻑候補者）190 票 （90.5％） 

 
2. 評議員選挙 

投票総数 194（投票率 18.5％） 
有効投票 190 
無効投票   4（内、⽩票 4） 
開票結果  1. 植⽥ 睦之  105  当選，就任承諾 

   2. ⾼⽊ 昌興   96  当選，就任承諾 
   3. 綿貫 豊   84  当選，就任承諾 
   4. 川上 和⼈   83  当選，就任承諾 
   5. 早⽮仕 有⼦   74  当選，就任承諾 
   6. 永⽥ 尚志   73  当選，就任承諾 
   6. ⻄海 功    73  当選，就任承諾 
   8. ⻲⽥ 佳代⼦  66  当選，就任承諾 
   9. 三上 修   65  当選，辞退 
  10. 濱尾 章⼆   59  当選，就任承諾 
  10. ⼭⼝ 典之   59  当選，就任承諾 
  12. 上⽥ 恵介   46  当選，辞退 
  13. 尾崎 清明   40  会⻑当選 
  14. 嶋⽥ 哲郎   34  当選，就任承諾 
  15. ⽇野 輝明   30  当選，就任承諾 
  16. 江崎 保男   28  当選，辞退 
  17. 齋藤 武⾺   26  当選，就任承諾 
  17. ⼭崎 剛史   26  当選，就任承諾 
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資料②（つづき） 
 

・評議員の定員は 15 名です。会則第 9 条第 1 項に「会⻑は評議員となる」と規定されていますの
で、14 名が評議員当選となります。 

・辞退者がありましたので、会則・細則第 2 条第 5 項(6)，（7）に基づき 2 名を繰り上げ当選としま
した。 
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総会資料③（つづき） 
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資料④ 
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資料④（つづき） 
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資料⑤ 
⽇本⿃学会内⽥奨学賞規定（案） 
 
第 1 条 内⽥奨学賞は、優れた⿃類学の論⽂を発表し、奨励が当該個⼈の研究活動の発展に⼤いに

寄与すると判断される本学会員で、⾃薦による応募者もしくは本学会員により推薦された
者の中から、選考を経て選ばれた者に授ける。 

 
第 2 条 対象者は、単⼀または複数の優れた⿃類学の論⽂を当該年度の前年（1 年前）から 3 年前

までの 3 年間に、国内外の学術誌に発表した者とする。ただし、博⼠の学位をもつ者や博
⼠の学位取得を⽬指し⼤学院に在学している者は対象者としない。過去に本賞を受賞した
者も対象から除く。 

 
第 3 条 授賞は毎年原則として 1 名とする。ただし、受賞者を１名に絞りきれない場合はその限り

ではない。 
 
第 4 条 受賞候補者の選考は、基⾦運営委員会が⾏う。 
 
第 5 条 基⾦運営委員は、本賞に⾃薦で応募することはできない。基⾦運営委員が被推薦者となっ

た場合、あるいは選考対象者と利害関係にある場合、その基⾦運営委員は本賞の選考から
外れる。 

 
第 6 条 基⾦運営委員⻑は会⻑に受賞候補者と選定理由を報告する。応募や推薦があったが受賞候

補者がない場合は、その旨を報告する。 
 
第 7 条 会⻑は報告された受賞候補者について、その賛否を評議員会に諮り、有効得票の 3 分の 2

以上の賛成がある場合、候補者を受賞者として決定する。応募や推薦があったが、基⾦運営
委員会が受賞候補者なしを報告した場合は、会⻑は評議員会にその旨を報告する。 

 
第 8 条 副賞は 5 万円とする。財源は内⽥基⾦および学会基⾦・⼩⼝基⾦とする。受賞者が複数と

なった場合は、副賞を等分する。 
 
付則 
この規定は 2017 年 9 ⽉ 17 ⽇から施⾏する。 
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資料⑥ 
 
⽇本⿃学会⿊⽥賞規定（案） 
 
第 1 条 ⿊⽥賞は、⿃類学で優れた業績を挙げ、これからの⽇本の⿃類学を担う若⼿・中堅の本学

会員で、⾃薦による応募者もしくは本学会員により推薦された者の中から、選考を経て選
ばれた者に授ける。過去に本賞を受賞した者は対象から除く。 

 
第 2 条 授賞は毎年原則として 1 名とする。ただし、受賞者を１名に絞りきれない場合はその限り

ではない。 
 
第 3 条 受賞候補者の選考は、基⾦運営委員会が⾏う。 
 
第 4 条 基⾦運営委員は、本賞に⾃薦で応募することはできない。基⾦運営委員が被推薦者となっ

た場合、あるいは選考対象者と利害関係にある場合、その基⾦運営委員は本賞の選考から
外れる。 

 
第 5 条 基⾦運営委員⻑は会⻑に受賞候補者と選定理由を報告する。応募や推薦があったが受賞候

補者がない場合は、その旨を報告する。 
 
第 6 条 会⻑は報告された受賞候補者について、その賛否を評議員会に諮り、有効得票の 3 分の 2

以上の賛成がある場合、候補者を受賞者として決定する。応募や推薦があったが、基⾦運営
委員会が受賞候補者なしを報告した場合は、会⻑は評議員会にその旨を報告する。 

 
第 7 条 副賞は 10 万円とする。財源は⿊⽥基⾦および学会基⾦・⼩⼝基⾦とする。受賞者が複数と

なった場合は、副賞を等分する。 
 
第 8 条 受賞者は、受賞の対象となった研究業績について、原則として授賞式が⾏われる⼤会にお

いて講演し、その内容を含めた総説を本学会の学会誌に投稿する。 
 
付則 
この規定は 2017 年 9 ⽉ 17 ⽇から施⾏する。 
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資料⑦ 
 

⽇本⿃学会中村司奨励賞規定（案） 
 
第 1 条 中村司奨励賞は、国際誌に優れた⿃類学の論⽂を発表した本学会の若⼿会員で、⾃薦によ

る応募者もしくは本学会員により推薦された者の中から、選考を経て選ばれた者に授ける。 
 
第 2 条 本賞の対象者は 30 歳以下の者とする。過去に本賞を受賞した者は対象から除く。審査対象

とする論⽂は 1 編とする。 
 
第 3 条 授賞は毎年原則として 1 名とする。ただし、受賞者を１名に絞りきれない場合はその限り

ではない。 
 
第 4 条 受賞候補者の選考は、基⾦運営委員会が⾏う。 
 
第 5 条 基⾦運営委員は、本賞に⾃薦で応募することはできない。基⾦運営委員が被推薦者となっ

た場合、あるいは選考対象者と利害関係にある場合、その基⾦運営委員は本賞の選考から
外れる。 

 
第 6 条 基⾦運営委員⻑は会⻑に受賞候補者と選定理由を報告する。応募や推薦があったが受賞候

補者がない場合は、その旨を報告する。 
 
第 7 条 会⻑は報告された受賞候補者について、その賛否を評議員会に諮り、有効得票の 3 分の 2

以上の賛成がある場合、候補者を受賞者として決定する。応募や推薦があったが、基⾦運営
委員会が受賞候補者なしを報告した場合は、会⻑は評議員会にその旨を報告する。 

 
第 8 条 副賞は 5 万円とする。財源は中村基⾦とする。受賞者が複数となった場合は、副賞を等分

する。 
 
付則 
この規定は 2017 年 9 ⽉ 17 ⽇から施⾏する。 
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資料⑧ 
⽇本⿃学会ポスター賞規定（案） 
 
第１条 ⽇本⿃学会ポスター賞は、これからの⽇本の⿃学を担う若⼿会員の研究発表を奨励するた

めに、⽇本⿃学会⼤会においてポスター発表を⾏った本学会員で、⾃薦による応募者の中
から、選考を経て選ばれた者に授ける。 

 
第２条 対象者は、30 歳以下の若⼿会員とし、かつポスター発表の筆頭発表者であり、⽇本⿃学会

⼤会に参加し、発表をする者とする。過去に、⿊⽥賞、内⽥奨学賞、中村司奨励賞、ポスタ
ー賞を受賞した者は対象者としない。 

 
第 3 条 授賞は審査対象分野ごとに毎年原則として 1 名とする。審査対象分野は年度ごとに数分野

を企画委員会が設定し、募集時にこれを公表する。 
 
第 4 条 受賞候補者の選考は、企画委員会が設置するポスター賞審査委員会が⾏う。ポスター賞審

査委員会は、企画委員会の担当者、およびポスター賞審査委員からなる。ポスター賞審査委
員は、企画委員以外でかつ学会員の中から、企画委員会が依頼した者とする。 

 
第 5 条 ポスター賞審査委員会は、審査対象分野ごとに受賞候補者を選定し、企画委員⻑に推薦す

る。企画委員⻑はポスター賞審査委員会の答申を受けて審査対象分野ごとに受賞候補者を
決定し、受賞候補者の⽒名と審査結果を学会⻑に報告し、学会⻑の承認で受賞者を決定す
る。 

 
第 6 条 受賞者には原則として当該⼤会総会において、賞状を授与する。原則として副賞はなしと

する。 
 
付則 
この規定は 2017 年 9 ⽉ 17 ⽇から施⾏する。 
 


